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「風評被害」のプロトタイプ意味論
荒 井 　 文 雄
Fair is foul, and foul is fair:














































































































2011 年 3 月 11 日の東電福一原発の過酷事故の後，典型的な「風評被害」の報道には，例え
ば次のようなものがあった。「「安全なのになぜキャンセル」牛乳生産者落胆」という見出しの
記事（読売 110317）は，「福島県川俣町でサンプル調査された牛乳の検体から，食品衛生法の














































































































































































































































































































































以下の記事は読売新聞の web 版 YOMIURI ONLINE の掲示板にのった書き込みである。2011









































































































































































































































































































































は，日本の為政者にとっては，大恐慌期のアメリカ大統領，Franklin D. Roosevelt が言う「恐
れるべきなのは恐れそれ自体」という“恐れ”のプロトタイプに対応するだろう 20）。
　 So, first of all, let me assert my firm belief that the only thing we have to fear is fear it-






　 In every dark hour of our national life a leadership of frankness and vigor has met with 
that understanding and support of the people themselves which is essential to victory. I 
am convinced that you will again give that support to leadership in these critical days.
















































 1）プロトタイプ意味論に関しては，Taylor (1995)，Ungerer et al.(1996) を参照のこと。我々は，Lakoff 
（1987），Langacker（1987）からも大きな示唆を得た。なお，プロトタイプ意味論に基づく，個別の
語彙の意味，特にその多義性に関する研究として，上に引用した研究のほか，Coleman and Kay 
（1981）も参照した。
 2） Lakoff (1987:II-2) で詳しく研究された英語の前置詞・副詞 over と，この語彙とともに Taylor（1995：
第 6 章）で解説された動詞 climb の多義構造がこうした点をよく理解させてくれる。
 3） 東電福一原発の事故の進展が予断を許さず，かつ，放射能による汚染が気象状況等の要因で刻一刻と
変化する可能性のある 3 月 18 日（南相馬市長への電話取材の日）の時点では，過去の観測データが
今後の安全を保障するとは限らない。この論点から，南相馬市長の判断が正しいかどうか議論の余地
があるが，序論で述べたとおり，こうした問題には本稿では立ちいらない。




 5） 読売 110406a では，「風評被害などで平潟漁協では魚価が 3 分の 1 ほどに値崩れし」たことを伝える
一方で，コウナゴ以外の魚で汚染が確認されていないことを強調している。しかし，この確認は「那
珂湊漁協（ひたちなか市）と磯崎漁協（同市）は 5 日，調査結果を公表。ひたちなか市沖でとれたコ
ウナゴは放射性セシウムが 83 ベクレルと暫定規制値以下で，放射性ヨウ素も 600 ベクレルと野菜の
暫定規制値の 3 分の 1 以下だった。シラウオ，アイナメなど他の 6 魚種も放射性セシウムは検出しな
かったか，4～94 ベクレルと暫定規制値を下回った」ということで，調査地点は茨城県中央部であり，
「魚価が 3 分の 1 ほどに」なった平潟漁協（福島県境）の海域からは 60km ほど南にある。また，平
潟漁協で値崩れした魚種は「平潟漁港で 5 日，漁が再開し…ヒラメ，アンコウ，アナゴをとり午後 2







 7） （9）の例における「風評被害」は“経済被害”に限定されるものではなく，第 2 節で論じた“放射能
への一般的恐怖”や“社会システムの正常な機能への障害”に拡張されていると思われる。
 8） 2013 年 8 月に生じた東電福一原発事故現場における放射能汚染水漏出事故―国際基準でレベル 3（重
大な異常事象）に認定―のあと，東京電力が宮城県の漁業関係者に対して開いた説明会を報じた以下






























































員の 2013 年 4 月 11 日，衆議院消費者問題特別委員会での質疑には，以下のような個所がある。















































































産経 130220：尼崎市立中でも体罰「鼓膜破れる」「平手打ち」…6 校の教諭 9 人が生徒 24 人に体罰　市
教委が調査報告
産経 130311：3・11　復興支える「絆」強めたい　まず風評被害を根絶しよう





毎日 120416：クローズアップ 2012: 食品セシウム新基準　相次ぐ出荷停止に悲鳴
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Polysemic structure of the Japanese word “fuhyo-higai”  
— A prototype semantics approach —
Fumio ARAI
Abstract
The Japanese word “fuhyo-higai” (usually translated as “financial damage caused by 
harmful rumors or misinformation”) has been widely used in newspaper reporting in various 
extended meanings after the severe accident at the TEPCO “Fukushima Daiichi” nuclear 
power plant. Using the concept of the prototype category, we investigate the polysemic 
structure of the word and show that it now has come to refer, in its extended usage, to what 
Franklin D. Roosevelt once called “nameless, unreasoning, unjustified terror”.
Keywords:  rumor damage, nuclear power plant accident, newspaper reporting, prototype 
semantics, media literacy
